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研究成果の概要（和文）：支配錯綜地域にある新発田藩における史料群（藩地域アーカイブズ）を対象にした調
査研究によって明らかになった諸点のうち、注目されるのは以下のような点である。新発田藩は、周辺他領に対
する情報収集活動を、意識的、継続的に行っていたが、その担い手は藩士のみならず村役人層にも及んでおり、
これ自体が重層的な活動であるということが出来る。時期により藩領の範囲は変化したが、旧領への独自の対応
が持続する例も見られた。「藩地域」は、こうした周辺他領への重層的な関係性を含みこんで成立するものであ
った。

研究成果の概要（英文）：We surveyed the historical materials of the Shibata Han (Regional Archives 
of Han) in the area of complicatedly mixed territories, and found out the following. The Shibata Han
 (domain government) consciously and continuously collected the information of neighboring 
territories, by not only retainers but also the village officers. It can be said that this is a 
multilayered activity. The range of the domain's territory varied according to the time, but there 
were cases that some policies to the old territory were lasted. The "Han Region" was established 
including such multilayered relationships to other neighboring territories.

研究分野： 日本近世史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）本研究は、平成 24～26 年度基盤研

究(C) 「藩地域アーカイブズの基礎的研究―
新発田藩を中心として―」の成果に基づき、
これを発展させるものとして構想された。 
前科研では、良質な藩政史料や地主史料の

伝来現存という条件を持つ新発田藩領を対
象とし、藩の行政諸記録を中心としながら、
蔵書や村・町の文書史料までを含み込む重層
的な記録の総体を「藩地域アーカイブズ」と
して捉え、その構造を明らかにする中で、地
域社会のあり方に踏み込むことをめざし、一
定の成果を得た。 

 
（２）一方で前科研を通じ確認されたいく

つかの論点のうち、新発田藩領が支配錯綜地
帯の中にあることから、藩地域がかかえる諸
問題が常に周辺他領との多様な関係の中で
形成され展開するという顕著な特徴に、注目
が集まった。 
こうして本研究は、藩政史料を核にしつつ

も重層的な「藩地域アーカイブズ」の構造の
さらなる把握を進めながら、とりわけ支配錯
綜地帯という条件の下で、周辺他領との多様
な関係の中で成立・展開する藩地域という観
点に立ち、その諸特質を分析していくことで、
近世日本の社会を把握する方法の一つとし
ての、「藩地域論」を提示し鍛え上げていく
ことを目指して、開始するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、以下の３点にまとめられ

る。 
 

(１)「藩地域アーカイブズ」の構造把握 
上述したように、本研究は前研究を引き継

ぎ、記録総体の構造把握に基づく視点を重視
する。従って「藩地域アーカイブズ」の構造
把握は重要な目的となる。前研究ではその基
礎的な部分の掌握をなしえたが、複合的・重
層的な「藩地域アーカイブズ」の性質に鑑み、
その全体像把握はなお継続的な作業によっ
てめざされていく必要性がある。 

 
(２)支配錯綜地帯における特徴的な地域像

の提示 
本研究で重視する観点は、周辺他領との多

様な関係の中で展開する地域の諸相という
側面である。支配錯綜地帯という特質に根ざ
した、藩領で完結しない諸問題を中心に分析
していくことで、当地域における特徴的な地
域像を提示することがめざされる。 
 
(３)「藩地域」概念の検証・豊富化 
本研究では上述したように、藩政史料に限

らず村・町史料までも含み込み、また周辺他
領との関係も念頭に置く中で、やや独特な形
で「藩地域」という概念を提唱しているが、
これは未だ荒削りなものである。前記(１)(２)
の課題を遂行する中で、この「藩地域」概念

を検証・豊富化し、近世日本の社会を把握す
る方法の一つという、大きな研究の流れの中
で意味のあるものとして鍛え上げていくこ
とは、本研究の究極の課題といえる。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の手順で進められた。 

（1）「藩地域アーカイブズ」調査 
前科研において、新発田市立図書館所蔵の

藩政史料中主要史料である「月番日記」等の
史料本文の電子化・共有を課題として提起し
ながら、断念した経緯を踏まえ、当研究にお
いては、さらなる情報集約を進めつつ、史料
自体の電子化について条件を探った。 
一方「藩地域アーカイブズ」の一環となる

地主史料・大庄屋史料等について、新発田市
立図書館所蔵齋藤家文書、新潟大学図書館所
蔵白勢家文書、新潟県立文書館所蔵桂家文書
などを柱に、情報集約をすすめた結果、上記
齋藤家文書の再整理を中心として作業を進
め、情報を蓄積していくこととした。 
これらの作業は学生アルバイトを雇用し

つつ、研究代表者の原が分担して行った。 
 

（２）史料分析 
（１）で集約された史料について、専門分

野に基づく分担に基づいて分析を進めた。藩
政史料については分担者の浅倉が主として
担当し、原も補助的にこれをすすめた。大庄
屋・地主史料については原が主として担当し、
浅倉も補助的にこれに携わった。 
史料分析は一義的にはアーカイブズの構

造把握を念頭に行った。他方、支配錯綜地帯
の観点に基づく分析で当然参照されるべき
周辺他領の史料については、必要に応じ調査
部門にフィードバックされ、調査計画に適宜
組み込んでゆくこととした。 
なお、主として書物資料に関する助言のた

め、前科研で研究分担者であった岩本篤志氏
を連携研究者として迎え、助言を仰ぐ予定で
あったが、氏の本務エフォートとの関係で十
分なフィードバックが出来なかった。 
 

（３）総合(「藩地域」論の展開) 
研究代表者・研究分担者のみに閉じない公

開研究会を複数回開催し、上記（１）（２）
の成果を検討し、総合を進めるなかで、「藩
地域」概念を検証し豊富化することをめざし
また、成果物として史料集等の刊行を行い、
より広く成果を世に問う中で議論を練り上
げることを追求した。 
 

４．研究成果 
（１）主な研究成果 
 本研究の成果として挙げられるのは、主に
以下の諸点である。 
 
 ①「藩地域アーカイブズ」の構造と共有 
 本研究が目指した「藩地域アーカイブズ」
の構造の全体的把握とその電子化等による



共有については、進展はみたものの顕著な成
果を得たとはいい難い。これは研究期間に新
発田市立図書館のリニューアル事業が重な
るという事情に由来するものでもあった。 
 一方で、上記リニューアル事業は、新発田
藩政史料を核とする歴史図書館の開館とい
う形で結実することとなった。本科研の成果
は同図書館に逐次提供されており、同館にお
ける史料整理等に生かされる形で、本科研の
成果の共有が実現されることとなった。これ
は与えられた条件の中で形を変えて成果を
追求した結果である。 
 なお本科研独自には、下記リストにある史
料集の刊行を得、支配錯綜地域における藩地
域アーカイブズの論点を提示した。 
 
 ②支配錯綜地帯における「藩地域」をめぐ
る諸論点 
 本研究の主要な成果は、上記作業の結果を
踏まえた史料分析から得られた、以下のよう
な諸論点である。 
例えば支配錯綜という問題は、同一時点に

おける空間的な錯綜にとどまらず、上知等に
よる時間的な領域の変化を含みこむものだ
ということは、前科研の段階で指摘していた
ことであるが、具体的に上知後も旧領の範囲
が意識され続け、さらに預支配等を経て複雑
化していく様相をとらえることにより、そう
した「時間的錯綜」の具体相の一端を把握す
ることが出来た。 
 また、新発田藩領海岸部と隣接幕領海岸部
との間で、新潟・沼垂間の争論にも影響され
つつ、地域海運への関与の形が明瞭に異なっ
てくることを明らかにした成果（後掲論文
⑥）などからは、支配領主を異にすることに
より生じる特徴的な地域秩序が、具体的には
複数の契機が積み重なりながら構成されて
いくさまを、見通すことが出来た。 
 災害情報の把握にあたり、新発田領の在村
知識人が他領にまたがる情報収集活動に携
わり、その一部は藩の公式な活動ともつなが
っていたことを明らかにした成果（後掲論文
⑦など）からは、このような領内の被支配層
までをも使った周辺他領にむけた情報収集
活動を、藩が意図的・組織的に行っていたこ
とを示すことが出来た。さらにこうした視点
は、折々の課題に応じた他領への「聞合」と
いう行為を、藩が藩士のみならず、大庄屋、
村役人層を動員しつつ組織的に行っていた
ことを明らかにすることによって、より明瞭
な論点として提示されるに至った。 
 これらはすなわち、藩が一部領民も含みこ
む形での重層的な情報活動を、周辺他領に向
けて意図的・恒常的に行っていたということ
であり、支配錯綜地帯の中の藩地域を理解し
ていくうえで無視しえない論点である。そし
て藩地域のアーカイブズもまた、こうした重
層的な他領へのまなざしを反映した重層的
な構造を持つであろう。 
 

（２）得られた成果の内外における位置づけ 
 近年、日本近世史研究における地域社会論
の中で藩地域に対する一定の注目がみられ
るが、その際の着目点は主として、藩地域が
ひとつの世界としての独自性ないし自立性
をもつことであった。もとよりその自立性と
て絶対のものでないことは前提とされてい
るのだが、本研究が明らかにしたような、周
辺他領への意図的・恒常的なまなざしが藩地
域の運営に常に組み込まれているという論
点は、藩地域の独自性・自立性をめぐる議論
を豊かにしていくうえで重要になってくる
であろう。 
 またこうした他領へのまなざしは、必ずし
も支配錯綜地域の藩にのみみられるもので
はない、という観点もありうるであろう。さ
らに他藩の事例と検討を重ねることによっ
て、藩地域論、地域社会論の進展に寄与する
ことが期待される。 
 
（３）今後の展望 
 先述したように本研究の成果は新発田市
立歴史図書館の活動の中で形を変えて継承
されることとなる。また、公開の新発田藩研
究会も回を重ねている。本テーマによる科研
申請は一段落となったが、今後は上記の場で
研究を継続しながら、あらたな展開を図り、
他日再度の科研申請につなげることを目指
す。 
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